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研究成果の概要（和文）：本研究は、国公私立６大学において同一英語eラーニングシステム及びラーニングマ
ネジメントシステムを用い、以下の2つを大きな目的として実施した。大学生の長期休暇期間中の英語力低下の
程度について測定することと長期休暇期間中における英語eラーニングシステムの活用可能性について探ること
である。各大学において長期休暇中に英語eラーニングを実施した結果、単位を伴う学期中の学習に比べて、教
材消化率や学習時間はかなり低下したものの、休暇後に実施したTOEIC等の成績では、受講した学生の英語力は
少なくとも低下していないということと、学習管理等がなされた場合はかなりの英語力の向上が認められること
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted in 6 universities (3 national, 1 prefectural, 1 
municipal and 1 private universities) using the same English e-learning system and the same 
e-learning management system with two research purposes: to measure the decline in English abilities
 after a long vacation and to explore the possibilities of using English e-learning to prevent such 
decline. As a result of offering an English e-learning program during the summer break, it was shown
 that the participants' English abilities didn't decline but stayed the same and that when the 
proper learning management was in place, their English abilities improved considerably.

研究分野： 英語教育

キーワード： ｅラーニング　英語教育　共通教育　英語力低下

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は一義的には、授業期間及び長期休暇期間を通じた英語力の維持・向上について取り組んだものである
が、大学英語教育全体について、実際のデータをもとに大きな問題提起を行った点に社会的意義があると考えら
れる。つまり、長期休暇期間における英語力低下の実態、そして豊富なリソースをもたない昨今の大学教育環境
において、特に留学等にも参加できない多くの学生に対して、授業も合わせて大学がどういった支援ができるの
か、こういった問題提起とともに一つの解決策を探るものにつながったと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 

１．研究開始当初の背景 

 本申請で使用する英語ｅラーニングシステム及び LMS は、申請代表者が勤務する広島市立大

学において 17 年前から開発、実施、改良を続けているものである。このシステムは、コンピュ

ータネットワークを通じてリーディング、リスニング、文法問題等を大量に学習するものであり、

受講者は約８週間、毎日約 1 時間コンピュータの前で学習し、受講前後に受験する TOEIC で自

身の英語力の向上を確認する。その結果、例えば広島市立大学国際学部学生の場合、受講前

TOEIC スコア平均約 450 点から 8 週間の受講で平均 80 点ほど向上し、英語にそれほど関心の

ない情報科学部・芸術学部でも 50 点ほどの伸びをみせる。 

申請代表者は、平成 18〜20 年度科学研究費補助金「多様な大学環境における英語 e ラーニン

グの効果とラーニングマネジメントの研究」において、九州大学、広島大学をはじめとする国公

私立 5 大学で上述の英語 e ラーニングシステムを用い、その学習効果について研究を行った。

学生の自主的な管理にまかせる自学習型、自学習に加えて週に１度教師との対面授業を交える

ブレンディング型など、大学により学習環境やラーニングマネジメントは様々であったが、自学

習型、ブレンディング型を問わず、英語力が向上している学習者の特徴として、学習量が豊富な

こと、学習がコンスタントなこと、適切に学習していることなどがみられた。逆に、英語力の向

上がみられなかった学習者については、学習量をこなしておらず、締め切り間際の駆け込み消化

が多く、英文をしっかり読まないあるいは音声をしっかり聞いていないなどの不真面目な教材

消化が指摘された。つまり、学習の「量」「質」「継続性」をいかにきちんと確保できているかが

学習の成否を分けていることが明らかになってきた。 

 このような研究結果を踏まえ、平成 21〜23 年度科学研究費補助金「多様な大学環境における

英語ｅラーニングの学習の量と質を向上させるラーニングマネジメントの研究」においては、学

習の「量」「質」「継続性」を向上させるためのラーニングマネジメントのあり方を明らかにする

ことを目的に、九州大学、名古屋大学をはじめとする国公私立 7 大学で、上述の同一英語 e ラー

ニングシステム及び LMS を用いて、ラーニングマネジメントのあり方を探った。大学によって

様々に異なるラーニングマネジメントの効果を比較した結果、比較的短い間隔で学習進行を管

理すること、つまり単なる学習ノルマ設定よりは月単位の管理、月単位の管理よりは週単位の管

理のほうが量的に豊富な学習を担保することや、一定期間ごとに学習したことのテストを行っ

たほうが質的により適切な学習につながることなど、より厳しい学習管理が有効であることが

明らかになった。 

 このように授業期間中の英語 e ラーニングをいかに効果的に実施するかについては、本研究

チームは大きく研究を進めてきた。しかし、授業期間を超え、長期休暇期間も含めて、例えば共

通（基礎）教育の終わる 2 年終了時にしっかりとした英語力を身につけさせることができてい

るかという点については、検討すべき点がまだ多くある。英語に限らず外国語の力は、学習し続

けるあるいは使い続けないと衰えることは、誰もが実感として知っている。しかし、長い夏季休

暇や春季休暇も通じて、学生の英語力維持や向上について、大学が主体的に取り組んでいる例を

寡聞にして知らない。長期休暇期間中の英語力の維持・向上については、多くの場合、学生個人

に委ねられているのが現状であろう。大学としては昨今のグローバル人材育成という方向もあ

り、学生には特に海外に出ていき、外国語力も合わせて伸ばして欲しいと願っている。しかし、

実際には多くの学生にとって、1 ヶ月以上にわたる海外語学研修等に参加することは、経済的に

困難な場合が多い。また、一度行ったからといっても、毎年長期休暇ごとに行けるわけではない。 



 大学生活全体を通じて、あるいは少なくとも共通（基礎）教育期間が主体の１、２年時を通じ

て、全学生に対してどのように英語力を維持させるか、さらに向上させることができるかは、当

然、授業期間だけの問題ではない。しかし、ほとんどの大学は長期休暇期間中の英語力低下とい

う現実を直視してはいないし、実際にそのことに対して、教員をはじめとした多くのリソースを

割けるわけでもない。 

 こういった現状において、海外語学研修等に参加できない多く学生にとっても、長期休暇期間

中は研究業務に専念しなければならない教員にとっても、そして多大なリソースをそこに割く

ことができない大学にとっても、この長期休暇期間中の英語力維持・向上に対して、英語 e ラー

ニングをどのように活用できるかは検討に値するであろう。これが本研究の背景である。 

 

２．研究の目的 

 これまでの研究実績及び研究環境を活用して、大学生の長期休暇期間中の英語力低下の程度

について測定すること、さらに長期休暇期間中における英語力維持・向上のための、英語 e ラー

ニングシステムの活用可能性について探ることを目的として研究を実施した。 

 

３．研究の方法 

 １）これまで授業期間中の事前事後に行っていた TOEIC 等の標準テストをさらに休暇期間後

にも実施し、夏季休暇、春季休暇など長期休暇期間中の大学生の英語力低下の程度について測定

した。２）全大学において、同一の英語 e ラーニングシステムを実施し、休暇期間中の英語力維

持・向上について調査した。３）これまでの本研究チームの知見を活用し、学習ペースの管理に

ついて、学習ノルマ、細かい締切りの設定、また中間テスト等を用いて、休暇中の有効な学習マ

ネジメントのあり方について探る。 

 

４．研究成果 

 本研究の結果、１）長期休暇期間中に大学主催の英語授業に参加を希望する学生はそれほど多

くないこと、２）自主的に参加した学生でも教材消化率や学習時間は低い傾向があること、３）

一方で、教材消化率等は低くても他の学生に比べて英語力の低下は少なくとも防げていたこと、

４）また再試資格などなんらかの単位取得と関係し、学習管理がなされた場合は、かなりの英語

力向上がみられたこと、５）しかし、アンケート結果では自主的に参加した学生達の多くは、教

員による学習管理を望んでいないこと、などが明らかになった。 

 豊富なリソースをもたない昨今の大学教育環境において、また留学等にも参加できない多く

の学生に対して、長期休暇期間における英語力低下に対して大学がどういった支援ができるの

か、こういった問題提起とともに一つの解決策をさらに探っていきたいと考えている。 
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